分裂酵母の有性生殖過程におけるmsa2およびsam4の機能解析 by Owatari, Yasuo
（（別紙様式第７号） 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨                
 
氏    名            大 渡 康 夫 
審 査 委 員       
主 査    川向    誠         ◯印 
副 査    中川   強         ◯印 
副 査    戎能 智宏         ◯印 
副 査    松下  一信         ◯印 
副 査    森   信寛         ◯印 













渇を必要とせずに胞子形成する９つの変異株(sam : skip the requirement of starvation for mating)が
単離されている。本研究ではこのsam 変異株を用いて、分裂酵母の有性生殖過程の制御に関わる因子を同
定し、機能解析を行った。 
  まず、筆者は有性生殖過程への移行を負に制御する Msa2 の機能解析について調べた。Msa2 は sam1 変
異株の表現型を抑圧するマルチコピーサプレッサーとして単離された因子で、配列中に RNA 認識モチーフ
（RRM）を４つもった典型的な RNA 結合タンパク質をコードしていた。この Msa2 と相互作用する因子とし





  Msa2 のリン酸化は、フェロモン MAPK をコードする spk1 遺伝子に依存しており、リン酸化された Msa2
タンパク質は、機能の低下が確認された。また、RRM 領域に変異を加えると、同様に機能の低下がみられた。
















rad24 遺伝子ともう一つの14-3-3タンパク質rad25 遺伝子の高発現は、sam4 のみならずsam1 変異株の胞
子形成、KCl感受性の表現型を抑圧した。これらの結果は、sam4 の原因遺伝子がrad24 であることを９つ
のsam 変異株のなかで初めて同定したものであり、また分裂酵母の有性生殖過程への移行における制御機
構に14-3-3タンパク質が重要であることを示した。 
 本論文は、分裂酵母の有性生殖過程に関与する２つの遺伝子（msa2,sam4）の機能解析を通して、新たな
制御系の存在を提唱した優れた研究成果であり、本論文は博士（農学）の学位論文に値すると認められる。
 
